
　

草
原
さ
ん
が
星
空
の
写
真

を
撮
り
始
め
た
の
は
、
３０
代

で
登
山
を
始
め
、
４０
才
で
登
っ

た
北
ア
ル
プ
ス
燕
岳
（
つ
ば

く
ろ
だ
け
）
の
山
頂
で
見
た

星
空
が
あ
ま
り
に
も
美
し
く
、

な
ん
と
か
カ
メ
ラ
に
収
め
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
カ
メ
ラ
を
本
格

的
に
始
め
た
の
は
そ
の
時
の

こ
と
で
、
重
い
機
材
を
背
負
っ

て
山
に
登
っ
て
い
た
が
、
都

内
で
会
社
員
と
し
て
の
忙
し

い
日
々
の
中
で
ま
と
ま
っ
た

休
み
が
取
れ
ず
、
次
第
に
日

本
各
地
の
車
で
行
け
る
星
空

の
名
所
な
ど
を
巡
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
３０
年
前
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
現
在
ほ
ど
普

及
し
て
な
い
し
、
カ
メ
ラ
の

性
能
も
今
よ
り
悪
い
。
カ
メ

ラ
の
本
や
月
刊
誌
を
読
み
あ

さ
っ
て
、
独
学
で
一
か
ら
覚

え
ま
し
た
。
星
の
知
識
も
な

い
し
、
と
り
あ
え
ず
暗
い
と

こ
ろ
へ
行
く
。
暗
闇
で
カ
メ

ラ
を
操
作
す
る
の
は
大
変
で
、

で
も
周
り
に
撮
影
者
が
い
る

所
で
は
明
か
り
を
つ
け
た
ら

怒
ら
れ
ち
ゃ
う
。
普
通
な
ら

あ
き
ら
め
る
け
ど
、
し
つ
こ

い
性
格
な
の
で
コ
ツ
コ
ツ
と

や
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
振

り
返
る
。
そ
う
し
た
中
、
草

原
さ
ん
は
い
す
み
の
星
空
に

出
会
う
。
日
本
で
天
の
川
が

肉
眼
で
見
ら
れ
る
地
域
は
３

割
ほ
ど
と
言
わ
れ
、
い
す
み

の
よ
う
に
都
心
に
近
い
場
所

は
め
ず
ら
し
い
と
い
う
。「
千

葉
で
星
が
き
れ
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
灯
台
下
暗
し
で
し
た
」

　

草
原
さ
ん
は
、
５０
才
で
会

社
を
早
期
退
職
。
移
住
も
視

野
に
入
れ
情
報
を
集
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
い
す
み
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
募
集
の
記
事

が
目
に
留
ま
っ
た
。「
い
す
み

の
星
空
の
美
し
さ
を
観
光
資

源
に
し
た
い
」
と
応
募
し
、

２
０
１
５
年
か
ら
４
年
半
、

い
す
み
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
務
め
る
こ
と
と
な

る
。

　

い
す
み
市
地
域
お
こ
し
隊

着
任
に
併
せ
、
い
す
み
市
へ

移
住
し
た
草
原
さ
ん
。
任
期

中
は
星
空
観
望
会
や
ホ
タ
ル

観
賞
会
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
に
あ
た
っ
た
。
星

空
観
望
会
の
回
数
を
重
ね
る

う
ち
、「
星
が
き
れ
い
だ
と

言
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

方
々
に
星
を
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
。
地
域
で
星
に
つ
い
て

話
せ
る
人
材
を
育
て
よ
う
」

と
、
星
の
ソ
ム
リ
エ
Ⓡ
資
格

認
定
講
座
を
始
め
る
に
あ
た

り
、
地
域
指
定
団
体
と
な
る

べ
く
、
い
す
み
星
空
学
校
を

設
立
し
た
。
星
の
ソ
ム
リ
エ

Ⓡ
講
座
は
山
形
大
学
理
学
部

が
考
案
し
た
星
空
の
ガ
イ
ド

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
３
日

間
の
集
中
講
義
で
、
星
座
や

天
体
望
遠
鏡
の
扱
い
方
な
ど
、

星
空
案
内
の
基
本
的
な
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
宇

宙
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支
援
で
、

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
を
ス

タ
ー
ト
。
い
す
み
星
空
学
校

は
、
２
０
１
９
年
の
設
立
以

来
、
星
空
観
望
会
、
コ
ズ
ミ
ッ

ク
カ
レ
ッ
ジ
、
星
の
ソ
ム
リ

エ
Ⓡ
講
座
を
主
な
柱
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。

　

星
空
観
望
会
は
、
い
す
み

市
と
の
共
催
で
偶
数
月
に
開

催
。
夏
は
天
の
川
や
夏
の
大

三
角
形
、
秋
か
ら
冬
は
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
銀
河
や
土
星
な
ど

と
、
季
節
ご
と
に
魅
力
の
あ

る
天
体
を
会
員
の
案
内
と

と
も
に
観
察
す
る
。
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
、
多
い
時
に
は

４
０
０
人
が
集
ま
る
こ
と
も
。

事
前
予
約
不
要
で
、
参
加
費

無
料
。
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ

ジ
は
奇
数
月
の
開
催
で
、
い

す
み
市
在
住
の
小
学
生
が
対

象
。
こ
ち
ら
は
要
予
約
、
参

加
費
無
料
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
り
、

真
空
で
お
湯
を
沸
か
し
た
り
、

宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た
体
験

活
動
を
行
う
。「
何
か
に
興
味

を
持
つ
、
ほ
ん
の
さ
さ
い
な

入
口
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
本
当
に
か
わ
い
い
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
て
、

こ
ち
ら
も
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
、
草
原
さ
ん
は

目
を
細
め
る
。
星
の
ソ
ム
リ

エ
Ⓡ
講
座
は
年
に
１
度
、
１０

月
開
催
の
予
定
。
こ
れ
ま
で

２
０
０
人
ほ
ど
が
受
講
し
た
。

　

現
在
８２
名
の
会
員
は
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
各
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
を
担
っ
て
い
る
。「
星

が
本
当
に
好
き
な
人
た
ち
の

集
ま
り
」
と
、
草
原
さ
ん
。

昨
年
受
賞
し
た
『
第
３７
回
星

空
の
街　

あ
お
ぞ
ら
の
街
全

国
大
会
』
の
環
境
大
臣
賞
に

つ
い
て
は
、「
夜
間
イ
ベ
ン
ト

に
対
し
て
の
地
域
の
方
々
の

ご
理
解
、
市
役
所
職
員
の
方
々

の
ご
協
力
、
会
員
の
た
ゆ
み

な
い
活
動
の
賜
物
で
、
み

ん
な
で
い
た
だ
い
た
賞
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
繰
り
返

し
話
す
。

　

草
原
さ
ん
は
、
い
す
み
星

空
学
校
と
、
自
ら
主
宰
す
る

写
真
教
室
な
ど
で
も
、「
星

や
ホ
タ
ル
が
夜
の
観
光
資
源

と
し
て
、
日
帰
り
の
多
い
房

総
へ
の
観
光
客
が
宿
泊
す
る

機
会
に
な
れ
ば
」
と
、
活
動

を
続
け
て
い
る
。「
外
房
は
東

と
南
が
海
。
月
も
天
の
川
も

オ
リ
オ
ン
座
も
、
海
か
ら
上

が
っ
て
来
る
。
山
が
低
い
の

で
、
ど
こ
か
ら
も
空
が
見
え

る
。
海
に
横
た
わ
る
天
の
川

な
ん
て
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
」
と
外
房
の
魅
力
を
語
る
。

「
満
天
の
星
を
見
上
げ
れ
ば
、

今
日
は
き
れ
い
だ
と
何
度
で

も
思
う
。
今
後
は
、
今
の
活

動
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
次
の

人
た
ち
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、

い
す
み
の
美
し
い
星
空
を
一

人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

頂
け
る
よ
う
地
道
に
続
け
て

い
き
た
い
」。
今
後
の
各
イ
ベ

ン
ト
の
予
定
、
草
原
さ
ん
主

宰
の
写
真
教
室
に
つ
い
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
問
合
せ
を
。（
石
井
）

●
２
／
７
㈯
『
第
２
回
い
す

み
冬
の
星
ま
つ
り
』
開
催　

詳
細
は
本
紙
『
ら
い
ふ
通
信
』

に
て

問
い
す
み
星
空
学
校　

草
原

さ
ん

☎
０
９
０
・
３
４
２
６
・
９
３
５
８

い
す
み
の

星
空
と
の
出
会
い

草
原
さ
ん

海
に
横
た
わ
る

天
の
川

見上げれば満天の星
いすみの空から宇宙をのぞく

　　　　　　　いすみ星空学校　代表 草原 学さん
　いすみ星空学校は、いすみ市を拠点に、星空観望会、コズミックカレッ
ジ（子どもたちへの宇宙教育）、星のソムリエ®講座などを開催し、いすみ
の星空の素晴らしさを伝える活動を行っている。２０２５年１０月には『第
３７回星空の街　あおぞらの街全国大会』で、『環境保全の普及・啓発等に
おいて優れた活動を行った団体』として、環境大臣賞を受賞した。代表の草
原学さんはいすみの星空に魅了され、２０１５年よりいすみ市地域おこし協
力隊に着任。２０１９年に同団体を立ち上げた。現在は、星空とホタルの写
真家、写真ツアー講師として活躍しながら、「いすみの星空の素晴らしさを
一人でも多くの人に知ってほしい」と、情報発信に力を注いでいる。

いすみ市の星空。第二五之街踏切（左）と津々ケ浦

星
空
観
望
会
（
上
）
と
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

↑ＳＮＳはこちらから
左：フェイスブック
右：インスタグラム
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冬
੖
れ
の
෋
௡
ެ
Ԃ
。
੅

み
き
っ
た
空
の
下
、
海
໘
を

׈
る
カ
イ
ト
α
ー
フ
Ỹ
ー
の

࢟
が
ͻ
と
き
わ
目
を
Ҿ
き
ま

す
。
背
後
に
は
ઇ
Խ
হ
を
ま

と
っ
た
෋
࢜
山
が
༤
大
に
そ

ͼ
え
、
ま
る
で
෩
と
ٔ
れ
る

α
ー
フ
Ỹ
ー
を
੩
か
に
見

क
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

ྫྷ
た
い
北
෩
が
ਧ
く
こ
の

季
節
は
、
カ
イ
ト
α
ー
フ
ỹ

ン
に
࠷
ద
な
෩
が
҆
定
し
て

ਧ
き
、
Ѫ
好
者
た
ち
に
と
っ

て
は
絶
好
の
γ
ー
ズ
ン
。
冬

な
ら
で
は
の
ಁ
明
ײ
あ
る
光

と
空
気
が
、
海
と
空
と
෋
࢜

の
ྠ
ֲ
を
く
っ
き
り
と
ු
か

ͼ
上
が
ら
せ
、
ま
さ
に
ֆ
画

の
よ
う
な
光
ܠ
が
޿
が
り
ま

す
。
פ
さ
を
๨
れ
さ
せ
る
ほ

ど
の
૘
շ
な
෩
ܠ
に
、
心
も

ܰ
や
か
に
෣
い
上
が
る
よ
う

で
し
た
。

（
市
原
市
写
真
࿈
　ໍ

α
イ
ク

ル
フ
Ỽ
ト　

ּ
দ
節
உ
）

　

今
年
で
「
ջ
か
し
の
γ
ネ

マ
」
も
４
年
目
。
読
者
方
々

に
は
あ
た
た
か
い
お
ख
紙
・

メ
ー
ル
・
ి
話
౳
を
あ
り
が

と
う
ご
͟
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ָ
し
め
る
作
඼
を
ご
঺

հ
し
て
い
き
ま
す
（
จ
中
ຌ

ྫ
⽅
؂
ಜ
ử
̙
、
ആ
༏
ử
Ａ
、

Ի
ָ
ử
̢
、
年
は
日
本
ެ
開

時
。
一
部
Ҿ
༻
あ
り
）。

　

今
回
と
次
回
は
ѩ
य
が
ඬ

う
、
Չ
໧
で
཯
ّ
な
உ
、
ߴ
૔

݈
α
ン
の
ಛ
集
で
す
。
ま
ず
は

プ
ロ
フ
ỹ
ー
ル
。
１
９
３
１

年
（
Ｓ
６
）、
෱
Ԭ
ݝ
中
間

市
で
生
ま
れ
る
。
４
人
ܑ
ఋ

の
次
உ
、
１
９
５
５
年
（
Ｓ

３０
）、
東
ө
χ
ỿ
ー
フ
ỻ
イ
ス

第
２
期
生
と
し
て
東
ө
入
社
。

１
９
５
６
年
（
Ｓ
３１
）、
ө
画

共
ԋ
が
ԑ
で
ߐ
ར
ν
エ
ミ
と

݁
ࠗ
、
１
９
７
１
年
（
Ｓ
４̒
）

に
཭
ࠗ
。
１１
年
後
、
ߐ
ར
は

೴
ଔ
中
の
た
め
４５
ࡀ
の
ए
さ

で
ٸ
ࢮ
。
૴
ّ
に
は
出
な
か
っ

た
が
、
ߐ
ར
の
໋
日
に
は
ຖ

年
ุ
参
を
ܽ
か
さ
な
か
っ
た
。

　

݈
α
ン
は
ྱ
ّ
ਖ਼
し
く
全

て
の
共
ԋ
者
に
ѫ
ࡰ
を
๨
れ

ず
、
؂
ಜ
や
プ
ロ
σ
ỿ
ー
α
ー

は
͡
め
、
ए
い
৽
人
ആ
༏
や

ス
タ
ッ
フ
に
も
ඞ
ず
立
ち
上

が
り
、
ஸ
ೡ
に
お
ࣙ
ّ
を
し

ܟ
ҙ
を
は
ら
う
。
ആ
༏
の
ނ

千
葉
真
一
は
݈
α
ン
を
「
一

生
あ
こ
が
れ
の
ଘ
在
で
Ӭ
遠

の
ࢣ
ঊ
」
と
ެ
言
。
気
持
ち

の
通
͡
合
っ
た
共
ԋ
者
に
は

「
ߴ
૔
݈
」
と
い
う
名
前
を

ூ
っ
た
ߴ
ڃ
ϒ
ラ
ン
ド
の
࿹

時
ܭ
を
プ
レ
θ
ン
ト
し
た
。

●
１
９
７
５
年
（
Ｓ
５０
）「
৽

װ
ઢ
大
ര
ഁ
」
東
ө　

̙
ࠤ

౻
७
໻　

Ａ
݈
α
ン
、
千
葉

真
一
、
宇
௡
井
݈

●
１
９
７
７
年
（
Ｓ
５２
）「
ീ

ߕ
ా
山
」
東
ๅ　

̙
৿
୩
࢘

࿠　

Ａ
݈
α
ン
、
北
大
࿏
ۍ

໵
、
加
山
༤
三
、
୮
೾
఩
࿠

̢
և
川
໵
ੇ
　ࢤ

第
１
回
日

本
ア
カ
σ
ミ
ー
賞
࠷
༏
ल
主

ԋ
உ
༏
賞
、
第
２０
回
ϒ
ル
ー

リ
ボ
ン
賞
主
ԋ
உ
༏
賞
、
第

２
回
報
知
ө
画
賞
主
ԋ
உ
༏

賞
、
第
２３
回
Ϟ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
ੈ
ք
ө
画
ࡇ
主
ԋ
உ
༏
賞
、

第
５１
回
Ω
ネ
マ
०
報
ベ
ス
ト
・

テ
ン
主
ԋ
உ
༏
賞

●
１
９
７
７
年
（
Ｓ
５２
）「
޾

෱
の
ԫ
৭
い
ϋ
ン
カ
ν
」
দ

஛　

̙
山
ా
༸
次　

Ａ
݈
α

ン
、
ഒ
賞
千
ܙ
子　

第
１
回

日
本
ア
カ
σ
ミ
ー
賞
࠷
༏
ल

主
ԋ
உ
༏
賞
、
第
２０
回
ϒ
ル
ー

リ
ボ
ン
賞
主
ԋ
உ
༏
賞
、
第

３２
回
ຖ
日
ө
画
コ
ン
ク
ー
ル

உ
༏
ԋ
ٕ
賞
、
第
５１
回
Ω
ネ

マ
०
報
ベ
ス
ト
・
テ
ン
主
ԋ

உ
༏
賞

●
１
９
７
８
年
（
Ｓ
５３
）「
冬

の
՚
」
東
ө　

̙
߱
ض
߁
உ

Ａ
݈
α
ン
、
北
大
࿏
ۍ
໵
、

஑
上
季
࣮
子
、
ా
中
๜
Ӵ　

̢
ク
ロ
ー
ド
・
ν
ア
リ

●
１
９
８
０
年
（
Ｓ
５５
）「
動

ཚ
」
東
ө　

̙
৿
୩
࢘
࿠　

Ａ
݈
α
ン
、
٢
Ӭ
小
ඦ
合
、

ถ
૔
੪
加
年
、
ࡩ
ా
३
子　

̢
三
ࢬ
成
ষ
、
主
୊
Վ
・
小

ໆ
Ղ
「
ྲྀ
れ
る
な
ら
」　

第
４

回
日
本
ア
カ
σ
ミ
ー
賞
࠷
༏

ल
主
ԋ
உ
༏
賞

●
１
９
８
０
年
（
Ｓ
５５
）「
ང

か
な
る
山
の
ݺ
ͼ
੠
」
দ
஛

̙
山
ా
༸
次　

Ａ
݈
α
ン
、

ഒ
賞
千
ܙ
子　

第
４
回
日
本

ア
カ
σ
ミ
ー
賞
࠷
༏
ल
主
ԋ

உ
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黛葉（まゆずみ・よう）
茂原市在住。1942 年生。
元映画配給会社宣伝プロ
デューサー。現役時代は年
200 本以上を鑑賞、放送さ
れた洋邦画の録画 DVDは
1100 枚以上にのぼる。
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◆専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に所定の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお振
　込ください。掲載紙面は１部ご郵送します。

˔ϐΞϊ　漆田   0120-00-4210

˔ۚϓϥνφ঎඼݊　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

˔શ೔੍ϑϦʔεΫʔϧ　中学不登校生のための学び
の場です　成美学園中等部 ☎0475-44-5777
˔ண෇ࣨڭ　毎㈰10時〜 11時・13時〜 14時　1回
500円　浴衣から二重太鼓まで　詳しくはお問合せ下
さい　きもの館まるへい　茂原店 ☎0475-25-2617
担当：小谷部　岬本店 ☎0470-87-2707担当：飯野

●ελοϑืٸ　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だ
けでも可　市原・うるいど八幡屋　
☎０４３６-７４-０００７

˔ϐΞϊͷϨϯλϧ　漆田   0120-00-4210

ҭ૬ஊ　ニート・不登校・学力不足・ひきこもڭ˔
り　初回無料　要予約　成美学園　☎0475-44-5777
・ձ　深視力は大型免許や、タクシーݧଌఆମྗࢹਂ˔
バス運転等の２種免許取得には検査の合格が必要　め
がね・補聴器の「O P Tなのはな」にて、随時測定受付
中　いすみ市深堀 360-3　☎0470-64-4748
˔Ϋϥϑτόϯυखܳ�ମࣨڭݧ　平日の10～ 12時・
13～ 15時　クラフトバンドエコロジー協会（茂原市）
持ち手の付いたかごを作る　初めての方でも講師が
楽しく丁寧に教えるので安心　参加費：550円・材料
と写真入りの詳しいレシピ付き　要予約　
☎0475-44-6333

˔ઍ༿ݝจԽձؗͷΠϕϯτɹ෍ࢪ �໌�- * 7 &��5 0 6 3
ʙ࠶ͼ΋ͱͷࡉಓͰʙ：２／ 14㈯16時半開演　全席
指定・一般8,800円　ࡔ౦ࡾۄ࿠ʙ͓࿩ͱૉགྷΓʙ：３
／ 15㈰14時開演　全席指定　Ｓ8,800円・Ａ6,800円・
Ｂ4,800円・車椅子席8,800円　人間国宝・歌舞伎俳優
トークショーと衣装や化粧をつけない地唄舞「残月」
２公演ともに未就学児童の入場はご遠慮ください　
☎043-222-0201
˔ੴ઒͞ΏΓɾΞίʔεςΟοΫίϯαʔτ　３／
７㈯　13時と17時の２回公演　君津市民文化ホール　
唯一無二・心に響く生の歌声で、ジャンルの垣根を飛び
越えた名曲の数々を　全席指定：7,000円・当日500円
増　未就学児童の入場はご遠慮ください
☎0439-55-3300
˔ϚβʔΠϧϛ　３／１までの期間中、㈯㈰㈷限定の
イルミネーションイベント　マザー牧場（富津市）16
時～ 19時半　標高約300mからの絶景とイルミのコラ
ボは必見、イベント多数　詳細はH Pで

申し込み方法

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※内容を箇条書きにして、住所、氏名、電話番号を明記
し、ＦＡＸか郵送、メールで、またはH Pの申込フォー
ムからお申込みください　ＦＡＸ0436-21-9142
メール： k i j i @ c l - s h o p . c o m
I U U Q T � � �XXX � D M � T I PQ � D PN �NPV T I J L PN J �

˔อೣޢͷৡ౉ձ　２／８㈰ラジコンショップはっ
ぴー奥（市原市古市場614-10）　２／ 22㈰小仲台新向
会自治会館（千葉市稲毛区小仲台 2-13-5）　子猫から
大人猫までたくさん参加　電話がないので、連絡は

「N P O 法人ねこけん千葉支部 O f f i c i a l   B l o g」で検
索してください
˔อೣޢͷৡ౉ձ　２／ 15㈰　12～ 15時　大覚寺

（千葉市生実町1738）　子猫から大人猫まで　可愛い
猫ちゃんに会いに来て下さい　☎080-9050-2211
生後２カ月　 秋田犬（大型犬） 　͢·্͛ࠩ͠ݘࢠ˔
の子犬　責任を持って飼ってくれる方に　
大網白里・長嶋　☎080-8035-5678
25年８月生　 白２・メス　小 　͢·্͛ࠩ͠ೣࢠ˔
顔で可愛いです　
大網白里・荻野　☎090-2912-3767
／25年11 　͢·্͛ࠩ͠ೣࢠ˔ 30生　 みんな可愛
い子です　東金・椎名　☎090-7018-1881

˔෩ϤΨ　月３回・㈬　10時15分～ 11時半　大網白
里市農村ふれあいセンター・山辺の里　１回・800
円　体験会開催中・無料　ヨガマット・飲み物・タオ
ル持参　ヨガ・ストレッチ・ラジオ体操サークル　40
代～ 70代の方々が参加されてます！
和美　☎090-8490-1459
˔จܳࢽຘͷձ　月１回・市原市内で定例会　互いの
講評により文学力を高め合うほか、年１回同人誌を発
行　自己表現の場を求める方、文章力を磨きたい方大
歓迎　あなたの作品が他者の目で読まれることが新
しい発見に繋がり、人生の良きスパイスとなるでしょ
う　入会は30頁程度の小説を提示、簡単な審査あり　
詳細はお気軽にお問合せ下さい
秋山　☎090-2935-7974　
メール：n q b w j474@ y b b . n e . j p

˔;Ε͍͋μϯεύʔςΟ　２／７㈯13時〜　高貫ダ
ンススクール（いすみ市岬町）　参加費：2,000円　サー
クルたんぽぽ　☎090-4208-1210
˔͍͢Έౙͷ੕·ͭΓ　２／７㈯　12～ 17時：体験・
ワークショップ　18～ 19時半：星空観望会　夷隅文
化会館　入場無料、予約不要、入退場自由　体験・ワーク
ショップは有料（一部無料）　望遠鏡の展示・使い方相
談、写真展示、プラネタリウム、ＶＲでの宇宙観測・宇宙
飛行士体感・映画「機動戦士ガンダム 銀灰の幻影」鑑
賞など、本販売、ガラス小物の体験・販売ほか　星空観
望会は無料、雨天時は星空解説を実施　主催：いすみ星
空学校　☎090-3426-9358
�̝ϋʔϞχʔϑΣελ　２／８㈰　12時開演　 鎌取コ

ミュニティセンター　地域で活動する音楽グループに
よるみんなで作る音楽祭　パラグアイの民族楽器ア
ルパ、オカリナ、ハーモニカ、ギター、コーラスなど様々
な団体が演奏　主催：アートタウンおゆみ野　
☎090-2559-5846
˔ϑϦʔϚʔέοτ　２／８・15・22・23　８～ 15
時　雨天中止　熊野の清水公園駐車場（長南町佐坪）
牧場のしぼりたて牛乳で作った牛乳ようかんもあ
り　☎090-1611-4860
"�Պֶത෺ؗͷΠϕϯτɹۭߤ˔ / ：ࣨڭݧମࣄ࢓͓"
２／８㈰10～ 16時 　入館料のみ　航空機の誘導やア
ナウンス、ケータリングなど空港の仕事を模擬体験で
きる　΍͍ۭ͞͠ߤͷ͸ͳ͠ʮ���ύΠϩοτͷ͓
͸ͳ͠ʯ：２／ 21㈯　13～ 14.時　入館料のみ　 100
名　現役パイロットによる仕事やパイロットになる
までの体験談など　ۭߤδϟϯΫ３／７：ࢢ㈯10～
17時 ・８㈰10～ 16時　入館料のみ　実際に使用して
いた計器類や機内カートやエンジンカウルなど、普段
は手に入らない貴重なアイテムがそろう　休館：２
／ 9・16・24・３／２　入館料：大人900円・中高生
400円・４歳以上～小学生300円　☎0479-78-0557
˔ౙظɾ௕ण݈߁ରࡦͷߨशձ　２／ 10㈫　12〜 14
時　茂原市三ケ谷　40年病院勤務の臨床検査技師が教
えます　会費：1,000円　古山　☎080-1153-2513
／Γ࿈བྷձ�ɹ２ޠಡΈࢢ෢ࢁ˔ 11㈷　13時半～ 15時
半　山武市成東文化会館のぎくプラザ　無料　絵本を
紹介し合いながら交流　読み聞かせを始めてみたい
方もぜひどうぞ　1人１冊持参で　要申込　読み語り
ボランティアそら・スガ　☎080-5495-6528
˔૶ࣉݪϑϦʔϚʔέοτ　２／ 14・28・３／ 14・
28㈯　９〜 13時　茂原市役所近く　雨天中止　車ご
と出店：2,500円　初めて出店希望の方は開催日に本
部受付で説明をお受けください　情報は「茂原骨董
市公式」で検索　☎090-4950-6193（録音の最新情報）
˔ඒຯ͍݈͠߁໺ͮ͘ࡊΓͷߨशձ　２／ 15㈰　13
時半〜 15時　茂原市総合市民センター　無料　美味し
い健康野菜の栽培方法、ニンニクの水耕栽培について

70名　参加者にスペシャルプレゼントあり　筆記用具
とメモ用紙を持参　主催：房総発明研究会　
中村　☎090-8015-2540
˔೔ຊϛπόνझຯͷཆ๘ߨशձ　２／ 15㈰　13～
16時　希望により平日も可　大網白里市・かなり宅
入居率の高い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素
技術を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明　
参加費：3,000円　 ☎090-4918-2388
˔ໜཱࢢݪඒज़ؗͷΠϕϯτɹՖͷֆըͱॻಓలɿ２
／17㈫～３／ 22㈰　９〜 17時・無料　本納絵馬５
代目・矢部宏や国際的にも注目された鳰川誠一など
の花の絵画と、近代随一の大家と言われた日下部鳴鶴
などの書作品　展示解説会：２／23㈷・13時半～14時・
無料・申込不要　࠲ߨɾ৭ԖචͰय़ͷՖͱຽܳ඼Λඳ
͜͏ɿ３／ 13㈮13時半〜 16時　色鉛筆の基本技法
を学ぶ　一般・12名　18色以上の色鉛筆・ＨかＨＢ
の鉛筆を持参　材料費：600円　電話で要申込　受付：
２／ 15〜 ／ͱֆըలɿ３ܗਓݪࣳ　23 15㈰まで　
９〜 17時・無料　千葉県伝統工芸品・芝原人形を、牧
野三生郎などの日本画、朝比奈隆の洋画・田園風景作
品などとともに展示　☎0475-26-2131
˔ࣾަ%"/ύʔςΟ　２／ 21㈯13時半～　市原ダン
ススクール　1,000円　主催：さくらサークル　
☎090-4746-1220ɹ
˔ฉ͑͜ʹ͍͘ਓͷަྲྀձ�ɹ２／ 22㈰　13時半～
15時半　大網白里市中央公民館　参加自由　無料　申
込み不要　聞こえで困ったことなどを話し合います
文字による聞こえのサポートつき　手話の基礎も学
びます　問合せはF A Xにて　N P O千葉県中難協　
f a x .047-432-8039
˔ͪ͹ϋʔτϑϧɾώϡʔϚϯϑΣελ�ΞʔΧΠϒ഑
৴ɹ２／ 24㈫まで　特設サイトから視聴　約120分
令和７年12／９㈫に開催、当日の様子を配信　講演「そ
の人らしさに、耳をすませて」アレックス・ラミレス（元
プロ野球選手）、千葉県警察音楽隊・ハートフルコンサー
トほか　h t t p s : / / c h i b a - h e a r t f u l 2025. j p /　
�̝͍͖͍͖ඒ༰ࣨڭɹ２／ 27㈮　10～ 12時　ウエル

シア茂原六ツ野店　前半：正しいスキンケア方法、後半：
メイクレッスン　テーマ：お肌の土台を整える美肌菌
スキンケア講座　講師：㈱資生堂とウエルシアの美容
部員　年代・性別問わず　先着10名　無料　要申込　
受付：㈪～㈮・８時半～ 17時15分　茂原市ちゅうおう
地域包括支援センター　☎0475-26-7525
ͷʮত࿨ʯܹݝըలɾઍ༿ا̝� ಈͷ����ʙ ����ɹ２／

28㈯まで　９～ 17時　千葉県文書館（千葉市）　㈰㈷・
月末最終の平日に休館　最も長い期間使われた元号「昭
和」　戦争後の復興から高度経済成長を経て世界有数の
経済大国になった、激動の時代の千葉県を公文書など
の記録資料を中心に探る　無料　☎043-227-7552
�̝͋͢Έٰ͕ࣨ಺߹૗ �ஂఆظԋ૗ձɹ２／ 28㈯　14

時開演　千葉県文化会館　入場料：1,100円　地域の
音楽好きが集まって結成された弦楽合奏団　曲目：モー

ツアルト「交響曲第29番」、ヨハン・シュトラウス２世
「美しく青きドナウ」ほか　指揮：辻博之　ゲスト出演：
ミュージカルなどで活躍中のテノール歌手・杉浦奎介
氏　☎080-3318-0874　
˔େਓ΋ָ͠Ή͓͸ͳ͠ձ�ɹ３／７㈯　10～ 11時半
夷隅文化会館　無料　対象：一般（中高校生可）　子ど
もたちに語っている詩や昔話を大人にも楽しんでも
らう会　主催：いすみ絵本とおはなしの会　問合せ：
夷隅公民館　☎0470-86-5000
˔จֶ࠲ߨʰև઒ཾ೭հͷʮཏੜ໳ʯΛ͝Ұॹʹ ：ɦ３
／８㈰14時半開演　茂原ショッピングプラザアスモ
内ＡＳＭＯ劇場　講師：三宅義蔵（大修館教科書編集
委員）　おなじみの羅生門を読み解き、新たな解釈や
違った視点を知る　要申込・50名・２／ 23㈪11時～
受付　茂原市立図書館カウンターか電話にて　
☎0475-23-6151　　
˔ϛϞβ·ͭΓ�　３／８㈰　10～ 15時　内田未来楽
校（市原市）　入場無料・雨天決行　春とミモザがテー
マ　クラフト・アクセサリー等の作家、花、こだわり
のフード＆ドリンク・珈琲などの１Ｄa yマルシェ
ミモザに 触れる ワークショップもあり　問合せ：
Ｂr o o m香房・ヒガシヤマ　☎0470-62-5708
˔ԻָϘϥϯςΟΞɾͨΜ΄ΆͷձϨΫνϟʔ　３／
８㈰　14～ 16時半　茂原市総合市民センター　3.11東
日本大震災から15年、賢治と啄木　講師：新村道子　ピ
アノ：片岡久美子　参加費：500円　資料代：500円　
要申込　新村　☎080-5439-9474
˔ΈΜͳͰՎ͓͏ձɹ３／ 13㈮13時半～　茂原市総合
市民センター　童謡、唱歌、民謡など配布する歌集1,000
曲の中からリクエストで　歌の好きな方ならどなたで
も　プロのピアニストやテノール歌手が司会・進行　参
加費：500円　吉田　☎090-2580-8941
˔;Ε͍͋μϯεύʔςΟɹ３／ 15㈰　13〜 16時
茂原市総合市民センター　1,000円・３回参加で半額　
ダンスタイム・トライアル・ソロダンス　50名　主催：
ダンス松本　☎090-3047-0488
˔ಛผలʮԼ઒٢തͷ؟ʯ　３／ 22㈰まで　９〜 16時
半　睦沢町立歴史民俗資料館　無料　休館：㈪と館内
整理日　睦沢町在住の画家　美術教師を退職した近年
は各地で展示会も多数　ギャラリートーク：２／ 14
㈯13時半～・学芸員の展示解説、２／ 21㈯は片岡良
美（女性の日記から学ぶ会）　☎0475-44-0290
˔ླ໦ರࢠలʮϜαΫΠϊ഑ஔʯ　３／ 29㈰までの㈮
㈯㈰オープン　11〜 17時　夏庭（長柄町榎本）　無料
日常の何気ない「配置」に目が向き、その『気になる』
ものを描く　油彩、ミクストメディアの作品、屋外の
インスタレーションも　☎070-3121-5031

˔ͻͳਓܗৡΓ·͢　七段飾り　台つき　美品　8,000
円　他にも木目込み人形などあり　
大網白里市・小林　☎0475-77-5738ɹ

申し込み方法
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房
総
丘
陵
の
山
々
と
養
老

川
の
恵
み
に
培
わ
れ
た
穏
や

か
な
里
山
は
、
加
茂
地
区
の

人
び
と
が
世
代
を
継
い
で
手

入
れ
を
し
、
保
っ
て
き
た
風

景
だ
。
芸
術
祭
な
ど
定
期
的

に
行
わ
れ
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
に
、
地
磁
気
逆
転
層
を
含

む
地
層
『
チ
バ
ニ
ア
ン
』、
高

滝
湖
や
養
老
渓
谷
な
ど
、
自

然
を
活
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ

ト
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
少

子
化
と
過
疎
化
で
耕
作
放
棄

地
は
増
え
、
人
口
減
少
も
進

ん
で
い
る
。「
高
滝
は
加
茂
地

区
の
入
口
。
幹
線
道
路
沿
い

で
多
く
の
方
が
通
る
所
が
荒

れ
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
、
約

２０
年
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
た

約
４
５
０
０
坪
の
土
地
の
手

入
れ
か
ら
始
め
ま
し
た
」
と

関
谷
さ
ん
。
低
木
が
生
え
藪

化
し
て
い
た
場
所
を
一
昨
年
、

有
志
メ
ン
バ
ー
で
草
を
刈
り
、

木
を
伐
り
、
重
機
で
根
を
掘

り
起
こ
し
、
富
士
山
麓
で
作

ら
れ
た
有
機
肥
料
を
入
れ
、

作
物
の
育
つ
土
に
作
り
替
え

た
。
昨
年
に
は
約
６
０
０
坪

に
稲
の
苗
を
植
え
、
同
時
に

畑
作
り
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
秋
に
は
大
収
穫
祭
と
し
て
新

米
の
無
料
試
食
会
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
『
と
て

も
美
味
し
い
』
と
大
好
評
で
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」

　

日
髙
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

フ
ァ
ー
ム
の
名
は
、
明
治
時

代
、
養
老
渓
谷
で
地
域
発
展

に
尽
力
し
た
日
髙
誠
實
（
の

ぶ
ざ
ね
）
か
ら
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
誠
實
は
宮
崎
県
出
身
。

明
治
政
府
が
推
奨
し
て
い
た

殖
産
振
興
の
場
所
に
、
理
想

郷
と
し
て
養
老
渓
谷
の
梅
ケ

瀬
を
選
び
、
教
育
や
産
業
振

興
に
長
年
取
り
組
ん
だ
人
物

と
し
て
知
ら
れ
る
。「
養
老

渓
谷
で
人
気
が
あ
る
梅
ケ
瀬

は
、
日
髙
邸
の
跡
地
。
彼
が

入
村
し
て
今
年
で
１
４
０

年
。
当
時
の
開
所
式
に
は
、

１
０
０
０
人
以
上
の
人
が
集

ま
り
、
陸
軍
省
で
誠
實
と
同

期
だ
っ
た
県
令
（
県
知
事
）

も
来
場
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
（
ヒ

マ
ワ
リ
）
は
、
高
滝
が
レ
イ

ラ
イ
ン
（
日
本
の
聖
地
が
一

直
線
に
並
ぶ
御
来
光
の
道
）

の
下
に
あ
る
の
で
、
太
陽
に

向
か
っ
て
咲
く
ヒ
マ
ワ
リ
の

イ
メ
ー
ジ
で
つ
け
て
い
ま

す
」。
フ
ァ
ー
ム
の
一
角
に
立

つ
ミ
ニ
直
売
所
『
里
味
発
見

市
場
』
の
名
も
、
里
山
と
高

滝
に
隣
接
す
る
里
見
、
こ
の

地
域
の
味
を
発
見
し
て
い
く
、

と
い
う
地
域
振
興
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
末

に
は
鶴
舞
イ
ン
タ
ー
付
近
に

２
店
目
の
『
里
味
発
見
市
場
』

も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
観
光

の
拠
点
の
ひ
と
つ
に
し
た
い

と
、
誠
實
の
功
績
と
歩
み
を

伝
え
る
『
日
髙
誠
實
記
念
館
』

も
、
小
湊
鉄
道
養
老
渓
谷
駅

近
く
に
整
備
中
だ
。

�　

加
茂
地
区
で
約
１
０
０
年

作
ら
れ
て
き
た『
加
茂
菜
』は
、

冬
が
旬
。
寒
さ
が
厳
し
い
１

～
２
月
頃
、
最
も
美
味
し
く

な
る
と
い
う
。
栽
培
時
期
は

１０
月
～
５
月
と
長
く
、
枯
れ

色
の
多
い
時
期
に
瑞
々
し
い

緑
の
葉
で
風
景
を
鮮
や
か
に

す
る
。「
加
茂
菜
は
１
月
が
初

物
で
、
特
徴
は
甘
み
と
茎
葉

か
ら
出
る
ぬ
め
り
。
加
茂
地

区
で
は
冬
に
塩
漬
け
に
し
、

昔
か
ら
地
域
の
漬
物
と
し
て

食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
、
同
協
議
会
メ
ン

バ
ー
の
長
谷
川
さ
ん
。
自
身

も
加
茂
菜
を
栽
培
し
て
い
る

農
家
だ
。「
霜
や
雪
が
降
っ
て

も
葉
は
き
れ
い
な
緑
の
ま
ま
。

寒
さ
に
耐
え
て
か
ら
収
穫
す

る
も
の
が
一
番
美
味
し
い
で

す
ね
」。

　

加
茂
菜
の
栽
培
は
、
明
治

～
大
正
の
頃
、
高
滝
に
あ
っ

た
旅
館
の
主
人
が
宿
泊
し
た

行
商
人
か
ら
種
を
譲
り
受
け
、

近
く
の
畑
で
育
て
た
の
が
始

ま
り
と
地
元
で
は
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
同
協
議
会
で

は
加
茂
菜
を
地
域
の
特
産

物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
で

き
な
い
か
と
、
昨
年
か
ら

メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
中
。
塩

漬
け
だ
け
で
な
く
、
辛
子

漬
け
な
ど
別
の
味
も
開
発

し
、
餃
子
や
コ
ロ
ッ
ケ
、

ジ
ュ
ー
ス
や
ペ
ー
ス
ト
な

ど
レ
シ
ピ
を
増
や
し
て
い

る
。
特
に
ペ
ー
ス
ト
は
ニ
ン

ニ
ク
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に

混
ぜ
れ
ば
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
に

な
る
な
ど
様
々
な
料
理
に
使

え
、
試
食
会
で
は
ど
れ
も
好

評
だ
っ
た
そ
う
だ
。

�

「
加
茂
菜
を
地
域
の
特
産
物

に
す
る
こ
と
で
、
栽
培
面
積

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
目

標
。
加
茂
菜
は
砂
地
を
好
む

の
で
、
高
滝
ダ
ム
の
底
に
溜

ま
る
砂
や
、
近
場
の
竹
林
の

竹
を
チ
ッ
プ
に
し
た
も
の
を

敷
き
、
荒
れ
た
畑
を
整
備
し

ま
す
。
有
機
肥
料
も
地
域
の

畜
産
農
家
か
ら
牛
・
豚
・
鶏

の
糞
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て

作
り
、
加
工
場
も
誠
實
記

念
館
に
隣
接
し
て
建
設
中

で
、
直
売
所
も
併
設
す
る
予

定
。
す
べ
て
地
元
の
も
の
を

使
っ
て
作
る
『
加
茂
菜
革

命
』
で
、
冬
で
も
一
面
に
加

茂
菜
の
グ
リ
ー
ン
が
広
が
る

美
し
い
風
景
に
し
た
い
と
進

行
中
で
す
」
と
関
谷
さ
ん
。�

　

２
月
２３
日
㈷
に
は
、
加
茂

菜
の
無
料
試
食
会
を
日
髙
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
開

催
。
目
の
前
の
畑
で
収
獲
し

た
新
鮮
な
加
茂
菜
を
そ
の
場

で
ジ
ュ
ー
ス
に
し
、
ペ
ー
ス

ト
と
と
も
に
試
食
す
る
。
塩

漬
け
の
実
演
も
あ
り
、
漬
物

の
販
売
も
。
１０
時
～
１３
時
、

品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
小

湊
鉄
道
で
の
来
場
を
推
奨
（
高

滝
駅
か
里
見
駅
で
下
車
、
徒

歩
約
１０
分
）。
雨
天
中
止
。　
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�
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市
原
市
の
高
滝
湖
近
く
、
加
茂
運
動
広
場
向
か
い
に
あ
る
ミ
ニ
直
売
所
『
里
味
発
見
市
場
』。
地
域

の
有
志
で
管
理
す
る
田
畑
『
日
髙
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ー
ム
』
の
一
角
に
作
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
の
農

作
物
が
並
び
、
今
の
時
期
は
、
こ
の
地
域
の
特
産
物
で
あ
る
『
加
茂
菜
の
漬
物
』、
柑
橘
類
、
白
菜
な

ど
が
多
い
。
運
営
す
る
加
茂
地
区
農
業
振
興
協
議
会
の
実
行
委
員
長
・
関
谷
正
夫
さ
ん
�
は
「
市
原
南

部
の
加
茂
地
区
は
、
大
変
広
い
地
域
で
す
が
、
人
口
は
約
４
０
０
０
人
ほ
ど
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
で
は
故
郷
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
と
、
地
域
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
、
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。
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ミ
サ
ゴ
は
「
魚
鷹
（
う
お

た
か
）」
と
い
う
別
名
を
持
つ
、

魚
を
狩
る
ワ
シ
タ
カ
の
仲
間

で
あ
る
。
全
長
０̒
セ
ン
チ
前

後
。
翼
を
広
げ
る
と
１
５
０

セ
ン
チ
を
超
え
る
大
型
の
野

鳥
で
あ
る
。
海
岸
、
河
口
、

河
川
、
湖
な
ど
水
辺
で
見
ら

れ
る
。

　

顔
は
白
く
、
眼
を
通
っ
て

首
に
達
す
る
太
い
黒
褐
色
の

線
が
あ
り
、
後
頭
部
に
小
さ

な
冠
羽
が
あ
る
。
背
中
と
翼

の
上
面
は
黒
褐
色
だ
が
腹
部

と
翼
の
下
面
は
白
色
な
の
で
、

飛
翔
時
に
下
か
ら
見
上
げ
る

と
茶
褐
色
の

ト
ビ
と
区
別

で
き
る
。

　

ミ
サ
ゴ
の

英
語
名
は

「
オ
ス
プ
レ

イ
」、
あ
の

ア
メ
リ
カ
製

の
垂
直
離
着

陸
軍
用
機
の
名
前
だ
。
ミ
サ

ゴ
は
水
面
の
上
空
を
旋
回
し

て
獲
物
を
探
し
、
獲
物
を
見

つ
け
る
と
ホ
バ
リ
ン
グ
し
て

狙
い
を
定
め
急
降
下
す
る
。

水
中
に
は
飛
び
込
ま
ず
水
面

付
近
で
獲
物
を
両
足
で
し
っ

か
り
捕
ら
え
、
素
早
く
上
昇

す
る
。

　

あ
の
軍
用
機
も
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
飛
行
機
の
機
能
を
持

ち
、
ミ
サ
ゴ
の
よ
う
に
飛
行

で
き
る
た
め
、
名
前
の
由
来

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
時
期
、
陸
上
自
衛
隊
の
木

更
津
駐
屯
地
に
暫
定
配
備
さ

れ
て
い
て
（
２
０
２
５
年
８

月
に
佐
賀
駐
屯
地
に
移
駐
）、

基
地
に
近
い
小
櫃
（
お
び
つ
）

川
河
口
か
ら
広
が
る
盤
州
（
ば

ん
ず
）
干
潟
を
歩
く
と
、
ミ

サ
ゴ
と
軍
用
機
の
飛
行
を
同

時
に
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ミ
サ
ゴ
は
鋭
く
長
い
爪
を

持
ち
、
足
の
裏
側
に
は
魚
を

捕
ら
え
る
た
め
の
鉤
爪
（
か

ぎ
づ
め
）
状
の
棘
（
と

げ
）
を
持
っ
て
い
る
。

魚
体
に
し
っ
か
り
食

い
込
み
「
鷲
掴
み
」

を
可
能
と
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
運
ぶ
に

は
重
す
ぎ
る
魚
を
捕

ら
え
て
し
ま
っ
た
時

に
は
、
魚
に
食
い
込

ん
だ
爪
が
ミ
サ
ゴ
の

意
思
に
反
し
て
、
抜

こ
う
に
も
抜
け
ず
海

の
中
に
引
き
ず
り
込

ま
れ
水
死
し
て
し
ま

う
。
漁
師
が
捕
ら
え

た
魚
の
背
中
に
ミ
サ
ゴ
の
爪

が
刺
さ
っ
た
ま
ま
残
っ
て
い

た
と
い
う
話
も
あ
る
。

　

房
総
半
島
で
は
、
冬
に
な

る
と
北
方
か
ら
の
移
動
組
も

加
わ
り
、
個
体
数
が
増
え
る
。

捕
ら
え
た
魚
を
運
ん
で
い
る

姿
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
岡
嘉
弘
）

ཌྷ
Λ
޿
͛
ඈ
ߦ
த
（
ӈ
）
と

ڕ
Λ
ั
·
͑
ඈ
Ϳ
ミ
α
ΰ

　

動
物
た
ち
を
飼
う
に
は
、

彼
ら
が
生
涯
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
が
必
要
で
す
。

捨
て
ら
れ
て
保
健
所
に
捕
獲

さ
れ
た
り
、
個
人
の
多
頭
飼

育
崩
壊
な
ど
で
持
ち
込
ま
れ

た
り
し
た
犬
や
猫
た
ち
は
殺

処
分
さ
れ
、
そ
の
数
は
年
間

で
約
１
万
頭
。
各
地
の
行
政

も
殺
処
分
０
を
目
指
し
、
地

域
猫
活
動
の
推
進
や
譲
渡
会

の
開
催
な
ど
、
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

「
不
幸
な
犬
猫
を
な
く
す
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
千
葉
」
で
は
、
不

幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、

不
妊
・
去
勢
手
術
の
普
及
活

動
を
展
開
し
、
今
年
で
３７
年

目
。
活
動
に
賛
同
す
る
獣
医

師
の
協
力
の
も
と
、
犬
と
猫

の
不
妊
・
去
勢
手
術
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

手
術
希
望
の
方
は
、
下
記
宛

先
に
郵
送
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

�・
対
象
：
手
術
費
用
に
お
困
り

の
方
で
、
東
京
・
千
葉
・
神

奈
川
・
埼
玉
の
指
定
病
院
へ

連
れ
て
い
け
る
方

・
料
金
（
税
別
）

　

犬
メ
ス
１
万
８
５
０
０
円
、

　

オ
ス
１
万
５
０
０
円

　

猫
メ
ス
１
万
５
０
０
円
、　

　

オ
ス
５
５
０
０
円

※
犬
猫
と
も
１５
キ
ロ
以
上
は

料
金
が
加
算
。

※
手
術
料
金
の
ほ
か
、
運
営
費

と
し
て
１
頭
に
つ
き
５
０
０

円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
応
募
方
法
：
犬
・
猫
の
別
、

性
別
、
頭
数
、
申
込
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
１
１
０
円
切
手

を
貼
付
し
て
宛
先
を
明

記
し
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
の
上
、
郵
送
で

・
宛
先
：
〒
１
５
０
の
０
０
４

３　

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂

１
の
１０
の
８　

渋
谷
道
玄
坂

東
急
ビ
ル�

２
Ｆ
の
Ｃ　

不

幸
な
犬
猫
を
な
く
す
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
千
葉

・
問
合
せ

☎
０
４
３
・
４
８
５
・
１
５
２
７

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
・
留
守
録
も
あ
り
）

メ
ー
ル
：OFU@DIJCB!
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